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序

本書は、国立寺泊療養所移転建設工事に伴い，昭和54年度に新潟県

教育委員会が調査主体となって実施した，三島郡寺泊町下桐所在桐原

石部神社御廟所の発掘調査の記録である。

本御廟所の調査では，主として江戸時代の遺構 ・遺物が検出され，

当時代の精神文化の一様相が明らかになった。

近年，中 ・近世考古学研究の機運が高まりつつあるが，本調査の成

果が今後の研究の一助となり ，また延喜式内桐原石部神社はじめ古代

史研究にも査するところがあれば幸である。

なお，多大の御協カ ・御援助を賜わった寺泊町 ・寺泊町教育委員会

・桐原石部神社の各位に対し，ここに深甚なる謝意を表する次第であ

る。

昭和 55年 3月

新潟県教育委員会

教育長久間健



例 言

1 . 本報告内は，新潟県三島郡寺泊町大字下桐字五社833番甲所在の，桐

原石部神社御廟所の発掘調査の記録である。

2. 本遺跡の発掘調査は，新潟県教育委員会が主体となり，

24日から同月28日まで実施した。

昭和54年12月

3. 発掘 ・整理等一連の作業は，新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係職

員があたった。

4. 発掘閤査に際して出土した逍物は，

新潟県教育委員会が保存管理している。

「五社山」 と記入の上，一括して

5 . 本報告密の執箪は分担執箪とし，各項文末に執紐者名を記した。編集

は，調査担当者があたった。

6. 本調査に関連する資料を〔付編〕として掲載した。

7. 本報告門の作成に際し，

力を賜わった。

下記の諸氏 ・機関から御指袢 ・御助言 ・御協

（敬称略 ・五十音順）

竹内 武 • 新潟県総務部県史編さん室 • 新潟県立図書館 ・桃 裕行 ・

山崎完ー。
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I 序 説

1 調査に至る経緯

新潟県三島郡寺泊町金山に所在する国立寺泊療養所は，施設の老朽化にともない移転• 新

築することとなり，寺泊町長は同療養所長より昭和54年 9月20日付けで用地の取得及び造成

事業の開発計画に係る依頼を受け，用地として同町下桐字五社を選定した。

しかし，当該用地内には桐原石部神杜御廟所があり、これが塚状を呈するところから，未

周知なから埋蔵文化財包蔵地ではないかとの推測が町教育委員会でなされた。 9月27日，た

またま同町出張中の戸根与八郎学芸員は，町教育委員会吉井 功社会教育係長から，この件

について現地確認の要請を受け，その取り扱いについて至急県教育委員会と協議するよう指

導し， 11月20日付けで寺泊町長より協議文の提出があった。

これを受けて，部内において開発行為の可否について検討したところ，地域的な歴史性・

周辺遺跡の調査状況から，当該地が延喜式内桐原石部神杜跡である可能性が考えられるに至

り， 12月19日，県教育委員会は現地確認をおこない，町教育委員会との間で，本件について

は慎重に対処すべきことを確認した。

以上の経過をふまえ，まず確認調査を早急に実施し，その結果のいかんによっては開発行

為自体に再協議を要する事態もありうることを前提として， 12月21日，吉井杜会教育係長の

来庁を求めて確認調査の体制・日程等を協議した。協議の結果，昭和54年12月24日より 12月

27日の間，下記体制で調査を実施することとし，文化庁文化財保護部の承諾を得た。

（波田野至朗）

調査主体

管 理

新潟県教育委員会 （教育長 久間健二）

総括

総括補佐

庶務管理

指導

庶務

＂ 

調 査 調査担当

調査貝

” 

南義昌 （県教育庁文化行政課長）

関和彦 （県教育庁文化行政課長補佐）

近藤信夫 （県教育庁文化行政課副参事）

金子拓男 （県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長）

獅子山隆 （県教育庁文化行政課主事）

伊藤和子 FF 

波田野至朗 （県教育庁文化行政課学芸貝）

稲岡嘉彰 （県教育庁文化行政課文化財主事）

戸根与八郎 （県教育庁文化行政課学芸貝）
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調 査 調査員 藤巻正信 （県教育庁文化行政課学芸員）

II 齊藤基生 （ II ） 

II 佐藤則之 （ II 

II 高橋保 （ II 

” 折井敦 ” 
II 北村亮 （県教育庁文化行政課嘱託）

II 田辺早苗 （ 

協 力 寺泊町教育委員会 （教育長広田広四）

当銀敏雄（公民館長） • 吉井 功（社会教育係長）

田中正明（主任） ． •小混譲（主事補）

寺泊町商工観光課 （課長荻原一雄）

外山辰司（観光係長） • 山田昭夫 （企画開発係長）

柄沢 博（主事補） ・早川裕幸 （主事補）

桐原石部神社 （氏子総代 中鳥甚一郎）

大矢鎮夫（下桐区長） ・早川甚四郎（神社世話役）

佐藤政市（有志） ・近藤貫次（有志）

2. 発掘調査の経過

発掘調査は，御廟所を中心に 100面を対象とし，東西 ・南北を軸として4分し， NE区 ・

NW区 ・SE区 ・SW区とした。本件は時代等の確認を目的としたものであったが調査の

過程で古代まで潮古しないことが判明したため全而発掘に変更し， 12月28日までを要した。

12月24日 （雪） 現地箔。調査貝 • 町及ぴ桐原石部神社関係者が参集して，御益鎮めの祭礼

を行う。平面図の作成 ・現状の写真撮影を経て， SE区より発掘を開始する。

12月25日 （みぞれ） SE区 .s w区 ・NW区発掘。盛土中から，石祠扉片 ・究永通宝出土，
寺泊町広田広四教育長・荻原一雄商工観光課長来訪

12月26日 （晴） NE区 ・NW区 ・SW区発掘。盛土中から寛永通宝 ・文久永宝が、基盤層

上から土師器片が出土。 EWライン東半の土附図を作成。

12月27日 （雨） NS ライン · EWライ ン西半の土層図を作成。盛土中から縄文土器片 • 石

器 ・究永通宝 ・鍍金金具片等が出土。

12月28日 （みぞれ） 逍構基盤部を粕査 ・ギ面図を作成し，現地調査を終了する。

（波田野喉朗）
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II 環 境

T • 地理的環境

蒲原平野を緩やかに蛇行しながら北上する信濃川は，寺泊町大河津付近で本流と分かれ，

分水流新信濃川となってE本海に注ぐ。この新信濃川と日本海に挟まれた地域が，室町時代

以降に古志郡西古志とよばれた所の北半で，現在の三島郡寺泊町 ・和島村 ・西蒲原郡分水町

の一部に該当する。この地域のほぼ中央を流れる島崎川の両側には，標高約80~90mの西山

丘陵と瞥地丘陵が併走している。西山丘陵はさらに北へ延ぴて国上山 ・弥彦山 ・角田山へ続

き，曽地丘陵は次第に高度を下げながら大河津付近で蒲原平野に接している。

この周囲一帯は背斜構造によって構成されており，丘陵の連なりや河川の流れは南南西一

北北束の方向を示している。これは石油構造ともいわれ，かつてこの近辺は尼瀬 ・西山の両

油田に代表される油田地帯であり， 日本有数の産油磁を誇っていた。

島崎川は出雲箱町田中に源を発し，寺泊町小豆曽根で新信濃）IIに注ぐ，延長18.3kmの河川

である。この川はかつて西川に合流しており，夏戸から鰐口 • .竹森に至る下流地域は，常に

湛水に悩まされたという。江戸時代までは下流域に円浄寺潟に代表される多くの潟湖が形成

されており，現在小豆曽根などにみられる 「潟端」という地名などから，当時の地形か想起

される。集落は沖積地に接した島崎）II及ぴ支流谷口などの・丘陵辺部に散在しており，中には

寺泊町木忌のような沖積地内の独立丘に寄るものもある。

本御廟所は，曽地丘陵が蒲原平野に突出した北端付近にあたり，それが北西から入る小谷

によって分割状態に近〈なった部分の南端に位四している。本地点は，南に向ってわずかに

傾斜しているもののほとんど平坦であり，標高約30m・対沖積地嵩約2Qmを測る。周辺丘陵

上は，杉 • 松等の造林地もあるが．ほとんどは雑木林である。 本地点は造林地にあたる。

（北村亮）

2. 歴史的環境

本御廟所周辺の丘陵や沖積地には，縄文時代以降の遺跡が数多〈点在している。江戸時代

の文化年間に橘茂世が著したりt越奇談』の中にも，三島郡内の遺跡に関する記事がみえ，

早くから当地域の遺跡が人々に知られていたことがわかる。第 2図に示した遺跡は，おもに

土師器 ・須恵器の包含地であるが，ほとんどは発掘等の詳細な調査は行なわれておらず，正

確な時期を捉えることはできない。
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川

=、
仁 丘悶 跡

地2図 遺跡周辺の地形模式図と逍跡分布

1 . 竹が花遺跡

4. 松薬遺跡

7. 夏戸窯跡

2. 弁オ天窯跡

5. 五干石溜逍跡

8. 北辰中学校遺跡

3. 横滝山廃寺 (1976年，

6. 五分ー稲楊遣跡 (1977年，

9. 長者原逍跡

寺泊町教委発掘）

県教委発掘）

10. 梅田遺跡

逍跡の分布は島崎川流域ことに右岸に顕著である（第2図）。その立地をみると，横滝山
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周辺で一部沖積地に立地しているが，そのほとんどは標高10m前後の微高地や自然堤防上及

ぴ丘陵地が沖積平野と接する部分，特に西山 ・曽地両丘陵の小谷が島崎川の沖積地へ出る開

ロ部の緩斜面に立地している。これは，生活の基盤であった煤業生産活動の場となり得る，

島崎川の沖積地及ぴ後背の小谷と密接な関係があると思われる。

当地域は，律令時代において越後国古志郡の一部であったと推定されている。持統天皇3

年(689)-6年(692)の間に「コシ」を越前・越中 ・越後の三越に分立し，その後大宝 2年 (702)

に越中国4郡を併合している。 〔註l)この4郡とは，頸城・魚沼・古志・蒲原とするのが通説に

なっており，この時点で越後国の境域は後の出羽国を除けばほぼ定まったと考えられる。

越後国古志郡に関する記録のうち，桐原石部神社の名が初見されるものとして 『延喜式』

があげられる。これには，北陸道の大家 ・伊神 ・渡戸の3駅及ぴ三宅神社 ・桐原石部神社 ・

都野神社 ・小丹生神社 ・宇奈具志神社の五社六座が記されている。大家駅は 『倭名類棗抄』

に見られる大家郷と同所と思われ現在の出雲崎に，伊神駅は寺泊に比定されている。また，

都野神社は与板 （（云大家郷吉JII庄）に，小丹生神社は和島村島崎に，宇奈具志神社は和島村乙

茂にそれぞれ比定されている。しかし，桐原石部神社については現在寺泊町下桐と和島村上

桐に存在しており，両者のいずれかもし〈は全〈別の地であったのか結論は出ていない。い

ずれにせよ，古志郡中の式内五社六座のうち4つまでが島崎川流域にあることや，須恵器を

出土する遺跡が古志郡中の他地域と比べて圧倒的に多いこと （金子拓男 1976). 横滝山に瓦

荘きの建物の存在が考えられること （寺村光晴 1977)などから，当地域が古志郡の中心的地

域であった可能性が考えられる。

第3図は新信濃Jlj開削前の明治4炉F測量の地図に，中世城館跡と塚の分布を併示したもの

である。城館跡はほとんどが室町時代のものと思われるが，同一時期に存在したわけではな

い。これを見るとその立地は， 一部を除いて集落裏手の丘陵先端部もしくは沖積平野中の自

然堤防上であり，水田経営も含めた領地支配とも無関係ではなかったと考えられる。

交通についてみると， 『延喜式』における北陸本道は越前 ・加賀 ・越中 ・越後の国府を通

り，寺泊を経て佐渡に至っている。寺泊町渡部にその位置が比定されている渡戸駅〔註2)に

は，船2隻のみが置かれているが， 『延喜式J にみえる船のみの駅 （水駅）はここだけであっ

て、 佐渡へ渡る駅とも考えられている。 その後，江戸時代までに寺泊から弥彦 • 福島・赤塚

を経て新混まで北陸道の延長がなされているが，当地内における北陸道は，第2図の遺跡分

布及び第3図の城館 ・塚の分布から，古代からほとんど変わることな〈曽地丘陵の西側を通

っていたと考えてさしつかえないであろう。 （北村亮）

註 1 r続日本紀J 文武天皇大宝二年三月十七日条

註 2 r延喜式』 巻二十八

- 6-



(国土地理院「三條」1:50,000原図 大正3年発行)

■城館跨

第3図 遺跡周辺の地形図と城館跡・塚の分布
（国土地理院「三條」 1:50,000原図大正3年発行）
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III 遺 構

1. 外部形態

御廟所の外部形態は，長方形の壇状部と，そのほぽ中央に位置する円形の小丘部からなっ

ていた。 境状部は，東西 6 · 7m • 南北 8.0m・周囲との最大比高差 （束測） 0.55m・ 最小比

高差（西側）0.2mを測り，小丘部は，直径2.5m・ 坦状部との比高差0.5mを測った。

御廟所の中軸は，東西南北の各方位に合致し，南面して参道があり、かなり意図的に設け

られたものであることが知られる。また，領域の南辺と西辺は道によって規制され，束辺は

畑地によって画され，これは第4図の示すとおりであるが，壇状部北辺は領城の北辺とは一

致せず領域の中程にある。領域はすなわち神域であるが、坦状部と，領域北半の低部が、そ

れぞれいかなる役割をもつものか，伝承等は逍存していない。

小丘部の上には石祠 （図版Vll-8)が奉載されており，御廟所の主体部と考えられる。

（波田野至朗）

2. 層序

確認できた土層は

19府であったが，非

常に近似するものを

除〈と12層となる。

（第5固） これらの

土は，大別して黒色

土系と黄色土系に分

けることができ 2 

系統の土が交互に堆

“⑧ 

第4図

積していることが観察できる。これらのうち， 8・8B・lOの各層は御廟所形成以前の自然

堆稽土， 9府は形成直後の自然堆積土， 3 B ・8 C ・11B ・12の各層は盛土崩壊土，無番号

府は現表土であり，それ以外が残存する盛士である。

盛土は，壇状部と小丘部との間に切れめなく盛られており，一連の作業として塊状部と小

丘部とが同時に形成されたことがわかる。 ただし 1層は， 現表土上に盛られており，他の

8 -



黄色系土とは全く異なる明るい色調 ・軟粘性を呈するところから，近年盛られたものと推定

される。恐らく ，樹木の成長とともに傾いた石祠を支えるためと，小丘部の補修を目的とし

たものであろう。

第 5図 遺構平面図 ・土層図

- 9-

（波EE1野至朗）
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w 遺 物

t . 縄文土器 ・石器

縄文土器 胴部の細片で，赤褐色を呈する。器面が

磨減しているため，中～後期ごろの所産ではないかと

推定される以外，詳細は不明である。

石錐 （第6図ー 1. 図叛VI-I) 横長の剥片を紫材

としている。正面は先端部にご〈僅かの調整痕を認め

るのみで，裏而からの調整が主である。先端部の横断

而が扁平なため，石錐としての鋭さを欠く。

剥片 （第6図ー2. 図版VI-2) 打角 115度を測る

縦長剥片で｀末端は折損している。使用痕は認められ

c::::, 

なVヽ 0 こ
゜

5cn 

（齊藤基生： 第6図 石器実測図

2. 土師器 （第8図一a-0

・図版VJ-3~16)

何れも盛土下の 8~8B層

からの出土。細片であるため

器形の知りうるものは数点し

かない。胎土は全般に粗〈，

砂 • 砂親を混入している。

aは推定口径20.5cmの痰で，

ロ縁端部が面をもち，頸部外

面には届lj毛目の整形痕が頸

部から胴部にかけては炭化物

の付着が認められる。 bは推

定口径13.5cmの甕口縁部で、

端部に面をもつ。C は底径4

cmの底部片で．縦なで痕が認

vo 

゜

令
~
口

咋が

.. 

II. 潤

0土妬片

●銭貨

V '" 

第7図 碁盤部地形図 ・遺物分布図
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められる。dはやはり底径!icmの底部片で，内外両面に刷毛目整形痕があり，内面は黒色を

呈する。eは高杯脚部片と思われ，内外両面に比較的荒い刷毛目整形痕がある。 fとgのタ

面には，刷毛による整形の後に斜行刻み目を施している。 hとiは，外面が黒褐色を呈し，

LR縄文が施文されている。同一個体片と思われる。 j-1は，外面に炭化物が付箔してし

ることから，甕の胴部破片の可能性があり，0もこれに近似している。何れの外面または同

面にも刷毛目整形痕が認められる。

€) 
ぃ：い）
己崎ー、、~3~·

4
 

5
 
◎
 

出土の土器片には弥生終末期的なものもあるが，

全般的に石川でいう月影lI式に相当する古式土師告

と考えられる。

（田辺早苗）

3. 土師質土器 （第8図ーp.屈版VI-17) 

底形6cmの杯底部である。内外両面に横なで整升

痕が認められ，硬質である。中世の所産であろう。

（田辺早苗）

。
5 cm 

第 9図 銭貨拓彩図

4. 銭貨 （第9図 ・図版Vll-1-5)

盛土 5・7層から寛永通宝4枚が，盛土崩壊土()

5B層上面から文久永宝1枚が出土している。

1は寛永14年 (1637)鋳造の仙台銭， 2は同年金

造の岡山銭、 3は寛永16年 (1639)の井之宮銭， 4 

は明暦 2年 (1656)の沓谷銭と推定され，何れも汀

戸時代前期に鋳造された古寛永通宝に属する 1文i

銭である。

5の文久永宝は，文久3年 (1863)に江戸浅草針

座または江戸束大工町銭座で鋳造された江戸時代径

期の4文通銭である。

（波田野至朗）
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6. 鍍金金具 （第10図・図版VlI-6)

2層より出土。現状は隅丸方形であるが，欠損し

ているため全容は知り得ない。中央に孔があり， 縁

辺部に舌状の打ち出しがある。銅製で鍍金されてお

り，祭祀用具片と思われる。 （波田野至朗）

\n, ~ ) 口鍍金残存部

nu 
5cm 

7. 石祠 （図版VIII-8) 
第10図 鍍金金具実測偲

小丘部上に奉載されていたもので，本調査に先立ち御廟所参道の中程に移設されている。

凝灰岩製で，高さ24.0cm・間口24.0cm・奥行10.8cmを測り，基坦 ・室 ・屋根の 3つの部分か

ら成っている。基壇には，正面に階段を ・縁の回りに高欄を作り出している。室は正面及び

両側面を開き，正面には両開の扉が付き，柱 ・梁が彫出されている。なお，扉の一方は，盛

士の2層上面から出土している （図版vn-7)。屋根は基本的に入母屋造りであるが，屋根正

面の流れの上面に，切妻のいわゆる干烏破風を，また正面及ぴ両側面は軒唐破風で飾ってい

る。造りは総じて精巧で，基壇の一部が割れているものの風化も少なく，逍存度は良い。

（北村亮）

v 総 括

＿下桐所在桐原石部神社御廟所の造営年代•一一

本御廟所の構造は，発掘調査によって知られた限りでは，方形壇状の平坦地を盛土と周辺

の削り出しによって構築し，その一連の作業として中央に小丘部築き．小丘部上に石祠を奉

載し，石祠の背後に松樹を伴なうことによって構成されていた。方形塊状部の各辺には榊が

めぐっておりこれが磐境 ・ 小丘部及ぴ石祠が神緬 • 松樹が憑代にそれぞれ該当するものであ

ろう。本御廟所の形状が造営当初から現状のようであったかは，発掘調査からは不詳である

が，束側の閉墾による整形や，西側の堆積土は，削土による御廟所の形状の変容を推測させ

る。ちなみに日野資徳氏は．本御廟所の旧状が 「周詞弐拾間餘ノ大塚ニテ老松老桜繁茂」 し

ており 「御キャウ塚」と呼称されていたが， 「明治八年周園開墾ノ際採木シ塚上ヲナラス

ことによって変形したことを記録している （註l).

調査結果と日野査徳氏の記録とを照合すると，遣構は削土後新に築かれたものではなく当

初の「御キャウ塚」の意図的な残存部であるとすることができよう。

- 13-



本御廟所の造営は，下層盛土である 5層及ぴ7層からの寛永通宝の出土により，上限が最

も新しい鋳造年である明暦2年 (1656年） であり． 下限が新寛永通宝の大規模な流通を考慮

するとその鋳造開始の寛文8年 (1668年）以前であった可能性がある。文久永宝の出土は，

表土に近接した崩壊土5B層上面からであり，下限の比定査料とはしにくい。

文献資料については，宝暦9年 (1759年）に当該地に「大塚」が存在していたというもの

があるようであるが〔註2)、原資料が不明であり確認できない。また斑長2年の「西古志郡

下桐原村御検地帳」 ．艇長3年の 「山東郡西古志郡之荘ノ内下桐村御検地帳」

ける村名の変遷や、神社 ・御廟所の状態等についても，

ため確認できない。また，

（註3〕 にお

同検地帳が調査しえない状態にある

元禄15年 (1702年）に製作したとされる古地図 （第11・12図）には，

「延喜式内」 「御廟所」等がみえるが，字名・方位等から明治10年代末の地租改正時に作

成された可能性が大きく（註4)、本地図の内容はそのまま採用できない （註51

石祠は， その製作が江戸時代中期以前には潮りえず〔註6), 明治16年 (1883)に提出され

た『神社明細帳』に記載されているものの規模よりかなり小さい•（註7J. 神社関係者の口碑

記
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第11図 桐原石部神社蔵古地図(11
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では，明治16年当時 「木祠」であったものを意図的に 「石祠」と届出，大正末年ごろ腐朽に

より現石祠に取り替えたという （註8),

以上によれば，御廟所の造営年代を推定する根拠となるものは考古資料のみというのが現

状である。本地における御廟所の形成に，土師器や中世土師質土器等の出土もあるので，さ

らに渤古する可能性は残るが，現廟所の造営は江戸時代前期後半 ・1660年頃を上限になされ

たもので，直接延喜式内社の遺構と結ぴつくものではないと考えられる。 「御キョウ塚」が

現御廟所と一致するものであるか否かは推測の域を出るものではないが，現在形 ・記録 ・周

辺の塚の分布から同一のものとみられる。

また，塚上に当初から祠があったか否かは確証がない。樹齢60余年の松樹についても，植

樹した桜が自生した松に淘汰されたためこれを神木とした 〔註9〕もので，削土されたこと

もあろうが，当初からの憑代の存在は不詳であり，当時の祭祀形態は知り難い。

桐原石部神社の成立は，この社名が 『延喜式』にみられるところから，lOiせ紀前半以前に

潮古することは確実である。本地域はII章で触れたように，当時古志郡のうちと考えられ，

島崎川下流域一帯を 「キリハラノ

里」と呼んでいるところから，式

内社はこの一帯に存在していたも

のとみることができる。現在この

地で桐原石部神社と称する社は，

ここ寺泊町下桐と，隣接する和晶

村上桐にあり，いずれが 「延喜式

内社」であるかをめぐって論争が

続いた。 『神社明細帳』の記載内

容 （註10〕や • このたぴ調査した

御廟所の改造 ・山陵祭 （註11)など

は，当時の共同体の事情を秤景と

したものではあるまいか。

ともかく ，延喜式内桐原石部神

社比定地問題は，越後国の成立 ・

北越開発と駅制 ・横滝山廃寺など

を含む総合的な見地からの検討が，

今後も続けられることが望まれ

る。

_,.. 

芯
＼

＇匁足~--
•.y • 

第12図 桐原石部神社蔵古地因(2)

（波田野至朗）

- 15-



註 1・2・3 『桐原石部神社御IE緒・内逐條按文』 （新潟県立図掛館蔵）

註4 昭和56年2月19日，阿部洋輔氏御教示。

註 5 牧野家原図は現在発見されておらず，比較できない。

註6 昭和55年 1月14日，山崎完ー氏御教示。

註 7 「一、右祠 間口煎尺三寸三分．奥行煎尺三寸」 ，史料現称『新潟県神社寺院

仏鴬明細眼』 （新潟県総務部県史椙さん室蔵）

註8・9 昭和55年12月15日，早Ill甚四郎氏御教示。

註10 両社提出の『神社明細帳』には， ともに「延喜式神明帳二記載ノ裳社タル旨」

等と朱rfJ:加箪され，届出時の「式内」の二字は削除されている。当時の新潟県社

寺桂卜は、両社双方について式内社比定を避けている。

註11 「五月十五日 山陵祭 五社御稜．二於テ大正十二年ヨリ祭典ヲ執行ス」 . r祭

典二関スル再類』 （村社桐原石部神社社務所蔵）

〔参考引用文献目録）

ア 行柳泊作 1979 r寺泊の歴史』

オ 岡本郁栄 ・金子拓男 ・家田順一郎 ・莉橋陽子 1977 『寺泊 ・出雲崎』新｝潟県文

化財調査年報第16 (新潟県教育委只会）

カ 風間正太郎 1924 『桐原石部神社並神陵考』

金子拓男 ・駒形敏朗 1976 『北陸高速自動車道埋蔵文化財発撮潤査報告料 （蛇

山遺跡）J 新潟県埋蔵文化財調査報告~}第 6 (新潟県教育委貝会）

サ 齋藤彦太郎 1924 『ffii]原御神陵誌J (霊餃古坑保衛會事務支所）

テ 寺村光晴 ・久我 勇 1960 『寺泊のおいたち』 （寺泊町教育委員会）

寺村光睛 ・ 岩本圭輔 • 吉井 功 • 安藤文ー ・石井克己 ・ー山 典 ・斎藤国男 ・佐

々木和縛 ・波田野至朗 1977 『横滝山廃寺跡発揺調査概報（昭和51年度調査）』

（寺泊町教育委貝会）

ト 戸根与八郎 ・千葉英一 ・家田順一郎 1978 『国道 116号線埋蔵文化財発掘調在

報告忠（五分ー稲場遺跡） J 新潟県埋蔵文化財調査報告愈第14 (新潟県教育委

員会）

フ 藤岡訛二郎編 1975 『日本歴史地理総説古代編』 （吉）II弘文館）
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係
し
た
寺
泊
町
下
桐
所
在
の
相
原
石
部
神
社
二
社
分

と
、
和
品
村
上
桐
所
在
の
桐
原
石
部
神
社
分
、
計
三
社
分
を
掲
載
し
た
。

（
以
下
『
明
細
帳
』
）
の
う

『
明
細
帳
』
の
記
事
等
に
は
、
届
出
時
の
原
文
に
加
箪
さ
れ
て
い
る
。

楷
界
体
の
記
事
は
届
出
時
の
原
文
で
「
黒
業
い
」
で
あ
る
が
、
上
桐
所

在
社
の
「
祭
神
」
の
項
ま
で
の
「
文
」
の
み
「
朱
書
L

で
あ
る
。

行
料
体
等
の
欄
中

・
欄
外
の
記
事
及
ぴ
抹
消
線
は
「
朱
屯り

・
朱
線
」

で、

一
部
「
扱
曹
」
を
混
じ
え
る
。
須
田
氏
認
印
と
と
も
に
、
当
時
の

新
潟
県
社
寺
掛
で
の
加
毎

・
押
印
と
思
わ
れ
る
。

＊
二

0
一
八
年
十
一
月
現
在
、
新
混
県
総
務
監
理
部
法
務
文
書
課
の
所
蔵
と

な
っ
て
い
る
三

0
一
九
年
八
月
補
記
〕
。

る。
『
明
細
帳
』
は
現
在
、
新
潟
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
室
の
所
蔵
と
な
っ
て
い

（二）

(

-

）

 

〔
付
編
〕
『
新
潟
県
神
社
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
部
分

寺
泊
町
下
桐
所
在

桐
原
石
部
神
社
御
廟
所
明
細
帳
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和
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上
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所
在

桐
原
石
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社
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三
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桐
原
石
部
神
社
明
細
帳
（
四
）
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図版 I 

遺跡遠景 （手前の山頂部が遺跡） S→N 

遺跡近景 （樹木が密生していた） SE→ NW 



図版 II 

発掘調査前(1)(方形壇状を呈している。： N→ s・ 

-
E
 

発掘調査後(1)(不定形な地山面） N→ S 



図版 III 



図版 W 

発掘風景(1)(白線部がNSライン） NE→ SW 

土層状態 (SNライ ン） E→W 



発掘風景(2)(竹櫛は， 8層出土の土師器） N→ S 

遺物出土状態 (NW区7層上面より寛永通宝が出土）N→S 



13 

遺物(1) (縮尺 ½)

図版 VI 
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,剛-岬,9
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図版 VII 

贔` OOOG

7
 

8 
遺物(2) (縮尺％） •石祠
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新潟県埋蔵文化財調査報告書第23正誤表
新渇県教育委員会

P・L 誤 正

P.4 L.4 挟 挟

P.6 L.7 している。（註1〕 している （註1〕。

P .10 L .14 2. 土師器 2. 弥生土器 ・土師器

P .12 L.8 石川でいう 石川県でいう

P .12 L.8 月影II式 月影式

P .15 L .23 や • このたぴ や，このたぴ
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